
６2022年（令和4年）11月30日（水曜日）（第三種郵便物認可）
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第1326号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

▽
日
程
　

月
６
日
（
火
）
午

後
３
時

▽
場
所
　
浜
中
町

第
２
回
釧
路
管
内
商
工
会

商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会
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令
和
４
年
度
第
４
回
常
議
員
会
が

日
（
火
）
午
前

時
よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
常
議
員
会
は
当
所
の
第

期
役
員
体
制
の
も
と
で
初
め
て
開

か
れ
た
も
の
で
、
審
議
の
結
果
、
委
員
会
配
属
や
顧
問
・
参
与
の
委
嘱
な
ど
が
承
認
さ
れ
、

会
議
所
活
動
の
推
進
に
向
け
た
新
体
制
が
整
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
働
き
方
改
革
総
点
検
セ
ミ
ナ
ー
」
を

月

日
（
水
）
午
後
１
時

分
よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
受
講
無
料
で
、
働
き
方
改
革
に

関
す
る
法
改
正
の
ほ
か
実
態
に
沿
っ
た
課
題
と
対

応
策
を
解
説
し
ま
す
。
中
小
企
業
を
よ
り
魅
力
的

な
職
場
に
し
、
人
手
不
足
の
解
消
や
人
材
定
着
な

ど
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
働
き
方
改
革
の
推
進
と

労
務
管
理
上
の
リ
ス
ク
の
抑
制
が
不
可
欠
で
す
の

で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
お
申
し
込
み
は
当
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
記
Ｑ
Ｒ
）
ま
た
は

経
営
相
談
課
０
１
５
４
（

）

４
１
４
３
ま
で
。

弾
き
語
り
で
澄
ん
だ
歌
声
を
披
露
す
る
ナ
タ
ー
シ
ャ
氏

改選後はじめて行われた常議員会

地域の観光の未来を話した

クロストーク

日に行われた研修会
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当
所
女
性
会
（
吉
田
敦
子
会

長
）
は
『
Ｃ
Ｆ
Ｕ

〝
希
望
の

大
地
〞
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ツ
ア
ー

北
海
道
公
演
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歌

姫
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
』
を

日
（
火
）
午
後

２
時
よ
り
釧
路
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
ま
な
ぼ
っ
と
幣
舞
で
開

催
し
た
。

　
ナ
タ
ー
シ
ャ
氏
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
心
を
寄
せ
て
く
れ
る
日

本
へ
感
謝
を
伝
え
る
た
め
、
全

国

都
道
府
県
を
巡
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
活
動
を
女
性
会
が
知

り
打
診
し
た
こ
と
で
今
回
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
実
現
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ナ
タ
ー

シ
ャ
氏
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
謡

や
日
本
の
名
曲
な
ど
、
全

曲

を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
族
楽
器
バ

ン
ド
ゥ
ー
ラ
に
よ
る
弾
き
語
り

で
披
露
し
、
透
き
通
っ
た
歌
声

で
約
６
０
０
人
の
来
場
者
を
魅

了
し
た
。

　
ナ
タ
ー
シ
ャ
氏
は
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
何
度
も
悲
劇
を
経
験

し
、
そ
の
た
び
に
乗
り
越
え
て

き
た
。
私
は
希
望
を
決
し
て
あ

き
ら
め
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

想
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
た
ら

嬉
し
い
」
と
語
り
、
曲
の
合
間

に
は
楽
器
や
曲
な
ど
を
紹
介
し

た
。

　
な
お
、
本
コ
ン
サ
ー
ト
の
収

益
や
会
場
で
集
め
た
募
金
は
す

べ
て
日
本
財
団
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難
民
支
援
基
金
へ
寄
付
す

る
。

　
常
議
員
会
に
は

人
が
出
席

し
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
栗
林

定
正
会
頭
は
「
当
地
域
は
『
待

っ
た
な
し
』
で
迫
り
く
る
課
題

や
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
今

期
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な

局
面
を
迎
え
て
お
り
、
商
工
会

議
所
と
し
て
も
、
釧
路
市
の
再

起
を
図
る
た
め
危
機
感
を
も
っ

て
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
、
議
案
の
審

議
に
入
っ
た
。

　
各
委
員
会
に
お
け
る
正
副
委

員
長
の
委
嘱
で
は
、
会
頭
が
常

議
員
会
の
承
認
を
得
て
委
嘱
す

る
こ
と
か
ら
、
栗
林
会
頭
が

人
の
正
副
委
員
長
を
提
案
し
、

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。
（
各

委
員
会
の
正
副
委
員
長
は
別
表

の
通
り
）

　
ま
た
、
顧
問
お
よ
び
参
与
の

委
嘱
で
は
、
常
議
員
と
し
て

年
在
任
さ
れ
、

月
末
を
も
っ

て
退
任
さ
れ
た
金
安
伸
一
氏

（
㈱
金
安
薬
局
代
表
取
締
役
）

を
新
た
に
顧
問
に
委
嘱
し
、
顧

問

人
、
参
与
２
人
が
承
認
さ

れ
た
。

　
な
お
、
報
告
事
項
と
し
て
、

当
所
が
参
画
し
て
い
る
釧
路
産

ギ
ン
ザ
ケ
の
養
殖
実
証
事
業
や

釧
路
地
域
創
業
ス
ク
ー
ル
の
実

績
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。

【
顧
問
・
参
与
】
（
敬
称
略
）

　
▽
顧
問
　
蝦
名
大
也
（
釧
路

市
長
）
、
菅
原
裕
之
（
釧
路
総

合
振
興
局
長
）
、
井
上
勝
伸
（
釧

路
開
発
建
設
部
長
）
、
佐
々
木

敏
広
（
釧
路
財
務
事
務
所
長
）
、

二
宮
拓
人
（
日
本
銀
行
釧
路
支

店
長
）
、
寺
前
利
彦
（
元
副
会

頭
）
、
栗
林
延
次
（
同
）
、
佐

藤
悦
夫
（
同
）
、
小
船
井
修
一

（
同
）
、
金
安
伸
一
（
前
常
議

員
）
、
吉
竹
顕
智
（
王
子
マ
テ

リ
ア
㈱
取
締
役
釧
路
工
場
長
）
、

星
匠
（
㈱
釧
路
新
聞
社
代
表
取

締
役
社
長
）
、
竹
村
康
治
（
㈱

北
海
道
新
聞
社
釧
路
支
社
長
）

　
▽
参
与
　
木
村
勲
（
元
専
務

理
事
）
、
濱
屋
重
夫
（
同
）

　
当
所
青
年
部
（
＝
釧
路
Ｙ
Ｅ

Ｇ
・
吉
田
勝
幸
会
長
）
の

月

例
会
『
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
と
釧
路
地
域
の
観
光
の
未

来
』
が

日
（
火
）
午
後
６
時

分
よ
り
市
内
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
、

人
の
メ
ン
バ
ー
が
出

席
し
た
。

　
講
師
に
鶴
雅
リ
ゾ
ー
ト
㈱
の

高
田
健
右
営
業
副
部
長
と
（
一

社
）
釧
路
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
の
福
永
光
昭
事
務
局
長

を
招
き
、
講
演
や
ア
ウ
ト
ド
ア

環
行
委
員
会
の
栗
林
延
年
委
員

長
の
進
行
で
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
が

行
わ
れ
た
。

　
講
演
で
は
、
高
田
氏
よ
り
ス

イ
ス
で
行
わ
れ
た
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ

ッ
ト
で
体
験
し
た
感
想
が
述
べ

ら
れ
、
福
永
氏
は
協
会
で
取
り

組
ん
で
い
る
釧
路
市
立
博
物
館

を
軸
と
し
た
モ
デ
ル
ル
ー
ト
に

つ
い
て
説
明
。
ク
ロ
ス
ト
ー
ク

で
は
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
態

勢
の
強
化
に
向
け
て
議
論
が
行

わ
れ
、
観
光
ガ
イ
ド
の
必
要
性

や
地
域
を
巻
き
込
む
コ
ン
テ
ン

ツ
の
創
出
が
提
案
さ
れ
た
。

　
当
所
と
釧
路
市
、
釧
路
信
用

金
庫
が
共
催
す
る
『
販
路
拡
大
・

磨
き
上
げ
研
究
会
』
が

月

日
（
木
）
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
本
研
究
会
は
『
身
の
丈
で
取

り
組
め
る
加
工
食
品
の
販
路
開

拓
』
を
テ
ー
マ
に
平
成

年
か

ら
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
小
規
模
事
業
者
の
商
品

を
支
援
し
て
き
た
。

　
今
年
度
は
、
初
め
て
参
加
す

る
方
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
ま

で
参
加
し
や
す
い
よ
う
３
コ
ー

ス
を
設
け
て
実
施
し
、

日
に

は
商
品
開
発
や
販
路
開
拓
の
基

礎
を
学
ぶ
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー

ス
』
の
１
回
目
を
開
催
。
㈱
船

井
総
合
研
究
所
地
方
創
生
支
援

部
パ
ブ
リ
ッ
ク
セ
ク
タ
ー
グ
ル

ー
プ
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
伊
藤
順
氏
を
講
師
に
、
も
の

づ
く
り
で
大
切
な
考
え
方
に
つ

い
て
研
修
を
行
っ
た
。

　
伊
藤
氏
は
「
〝
良
い
商
品
〞

を
つ
く
る
に
は
商
品
の
こ
と
ば

か
り
考
え
て
は
だ
め
。
日
常
生

活
で
感
じ
る
感
情
や
課
題
が
ヒ

ン
ト
に
な
る
」
と
述
べ
「
ま
ず

は
原
点
回
帰
し
、
そ
の
商
品
を

つ
く
る
目
的
を
確
認
す
る
こ
と

が
重
要
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
さ
ら
に
、
希
少
性
や
加
工
・

製
造
技
術
の
こ
だ
わ
り
、
地
域

力
な
ど
、
商
品
が
持
つ
ス
ト
ー

リ
ー
に
厚
み
を
持
た
せ
る
ほ
ど

他
に
真
似
で
き
な
い
商
品
づ
く

り
が
で
き
る
と
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
に
は
商
談
会
を

予
定
し
て
い
る
。

　
な
お
、
当
所
で
は
商
品
開
発

や
販
路
開
拓
に
関
す
る
相
談
に

も
随
時
対
応
し
て
い
る
。
お
問

い
合
わ
せ
は
地
域
振
興
部
（

）

４
１
４
３
ま
で
。

　
当
所
の
年
末
年
始
休
業
は
今

年
度
よ
り
期
間
を
変
更
し
、

月

日
（
木
）
よ
り
明
年
１
月

３
日
（
火
）
ま
で
の
期
間
を
お

休
み
と
し
、
４
日
（
水
）
よ
り

業
務
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
内
の
業
務
は

月

日
（
水
）
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
等
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
お
早
め
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
休
業
の
お
知
ら
せ


